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噛 緒 言

ウ ユ セ かヂ

棘皮動物の中,海 謄類と海星類との卵に就いては形態學的にも生理學的にも研究せ られた

事が甚だ多く,そ の文献の彩しき恐らく動物界中他類に其の比を見ないと云つても差支ない
ナ マ コ

程であるが,鱒 じて海鼠類の卵に就いて見るにその研究者の勘き・丈献の殆 ど見 るに足るも.

の無き,眞 に鶩 く可き対照 を示して居 る。之れ全 く前者にあつては卵を髄外に裁 り出しても

倫ほ正常の如 くに成熟 し受精せ しむる事が出來 る爲 め實験研究の材料として頗る便利なもの

1)九 州帝國大學動物學教室業績第威號



であるに反 し,後 者にあつては充分に熟 した卵巣を用ゐてさへ も卵を母盟の外に取 り出して

成熟せしめる事は不可能な事 らしく,是 非とも卵が母艦から産出せ らるLを 倹つて之を観察

せねばならぬと云ふ不便があるに原因する事 と思ふ。文獄に徴するに海鼠類に於て所謂人工

受精を試みて僅かながら成功 したのはたy'(12,43)の MORTENSEN Holothuria nigra, II. sp., Sti-

chopus californicus, S. kefersteinii の数例がある丈けで,(59)の は崎形を生じ,SELENKA H. L.

CLARK, 箕作,(■7)等 の試みは悉 く失敗に麟 して居 る。EDWARDS

併 しながら発生経過の全般に亘つた観察研究は海鼠類にも必すしも甚勘 くはな く,  DANI-

ELSSEN og KOREN (1856) の古典的業続を始めとし KOWALEVSKY (36),  SELENKA (59), LUDWIG

(1891, ' 98), EDWARDS (17), CLARK (1898, 1910) 等の重要な研究があ り,更 に近年 NEWTH

(45)・ 大 島(1918;17,1921),兄 弟(54)等 の 一 暦稀 細 な観 察 が あつ て吾 人 の 知 見 RUNNSTROM

は之等によつて著 しく廣 くせられたのであるが,但 し少 しでも卵の成熟と受精といふ問題に

燭れた ものは最後に挙げた四人に過ぎす,而 か も遺憾なが ら殆ど云ふに足らない程不完全な

もの で あ る。

蝕に記述せんとする余の結果は樹ほ極めて不備なるを冤れないが,併 し前述せる如 く適當

な材料を得 るには甚しく不便な事情の下に於て出來得る限 りの努力を以て兎に角海鼠類にあ

つ ては從來何人も見て居なかつた多くの事實 を明かにし得た事は余の大なる喜びとする所で

ある。之等の事實の中には既に棘皮動物 中の他綱に於ては周 く知 られた事であるもの も少 く

はないが,彼 等と封比しつN論 述するも強ち徒爾ではあるまい と信す る次第である。

余が用ゐた材料は主 として1921年 の夏米國マサチュセッツ州 臨海生物實験所にWoods Hole

於て余が親 ら観察 し且飼育し の卵であるが,荷 ほ之 と比較 しつ 玉 Thyone briarevs  (LEs  EUR)

観察に供 した ものに1920年 春英國 臨海實験所で獲たPlymouth  Cucumaria saxicola BRADY et

ROBERTSON, 及び1923年 の夏東京帝國大學附属三崎臨海實験所で獲た C.  echinata V. MAREN-

の二極がある。之等は三種ともに分類學上樹手類 又は光参類
キンコ

ZELLER  (Dendrochirotae) (Cucu_

mariidae) と呼ばる玉部類に屡する海鼠である。

此の類の卵は総て全 く不透明であるから必す切片の検査に依らなければ充分その構造や変

化を明かに見る事が出來す,生 時に於ける外表の観察はた 望切片の楡査から得たる知見を補

ふに過ぎない。固定は主 として 液 を用ゐ,街 ほ特殊な目的から のビクリ BOUIN KLEINENBERG

ン硫酸混液 を用ゐて意外な所見 を得た,但 しこの後の者は細胞の固定剤としては賞用すべき

ものでは無い。又稀に を用ゐた場合 もある。當時全 く心にも時にも饒裕が無かつFLEMMING

た爲め細胞質包含物の観察に適する様な特殊な慶理は一も施 す事が出來 なかつた。



卵巣の切片に就いては特に取 り立てL云 ふ程の事は無いが,産 れた個々の卵を裁るには谷

津博士のアヲサ法(2)を 少しく変じて較や多量のセ ロイディン・丁字油混液 を用 ゐて卵を埋

藏し一つ一つ方向を定めてパ ラフィンで裁つた,切 片の厚さは通常8s稀 に7又 は6μ の事

もあつた。 染色は多 くはHEmENHAmgの 鐵ヘマ トクシリンの単染法により,対照 染色は絵 り

用ゐなかつた。

上述の如 き方法で余は本報に於て取扱つた範囲 の時期即ち成熟分裂から受精迄の間に於 け

る卵をThyoneで は約五百五十穎,Cucumaria saxicolaで は約五十顯を一々切断して槍 したの

である。

余は此の機會に於て余の研究に多大の便宜と援助とを與へ られたるW・ ・dsH・1e實験所長

ER.LilliE教授,columbia大 學のE.B.wilsoN教授,Plymouth実験 所長E.J.Allen博 士,

三崎實験所長谷津教授 等に対して 特に深厚なる感謝の意を表するものである。

二,卵 の 形 成

産卵期にある海鼠の卵巣中には少 く共次の如き四つの異 りたる時期に於ける第 一卵母細胞

を見 る事が出來る,即 ち第一は未だ生長を始めない極めて小形のもの,第 二は盛 に卵黄を蓄

積 し生長 しつ 玉あるもの,第 三は既に生長を了 り最大の容積に遙 して將に産出せ られんとす

るもの,第 四は退化崩壊 しつ 瓦あるものである。以下一々之等に就いて述ぶる事とする。

イ,生 長期以前の第一卵母細胞

Thyone及 びCucumariaに 於ては此時期に相當する細胞はパラフィン切片に於て直径1()一12μ

許 り,形 圓く核は細胞盟に比 して甚大きい。共の早い時期の もの(第 一版 第一圖)の 中には

染色盟が成熟現象(meioZo)の 早期即ち花束期或は肥絲期(pakiteno)若 くは重綜期(diploteno)

を示ぜるものが屡 あり,核 仁は之を認める事が出來ない。梢進んだ ものでは染色盟は二條宛

並びながら少 しく小形且不判明となり,之 に反して数個の核仁が現れ る。細胞体は疎碧なる

網状の細胞質から成つて居 り特に云ふ可き事はない。

.S・iHAXEL(57)は 上述の余の見たものと酷似せる卵母細胞を海星Asteriasrubensに 稜見 して

之を描いて居る(Tef.11,Fig・1),そ して租進んだ時期に於ては染色体はその絲状 の構造が少

2)Jour・App1.Microsc.andLabor.Meth。Vol・6,No.12;及 び動 雑 第 一 三燈 第 一 五 五號,第 一

七 懸 第 一九 五 號参 照 。



しく不明瞭となり且つ核仁が現れて居る も亦之と近似の (Fig. 2). JORDAN (32) A. forbesii

に就いて略ぼ同様の所見 を述べて居 るが,海 鼠類に就いては と GUENTREB (22) SCHAXEL (56)

との に於ける観察があり,後 者のは核中に先づ繊細な懸状の染色膿が現 Holothuria tubulosa

れ之等は漸次切れて太 くなり核膜に近 く排列 して各小形なる核仁を形づ くり,途 に之等の も
ウ ミ

のが集合 して一個の大なる核仁 となる事を述ぺて居 る。此の外多 くの海鼠,海 星,海 鵬 海

百合等に見 られた記録は一として核仁の単一なるを報ぜざるは無いが余の材料である三種の
ユ ゆ

海鼠にあつては後に云はんとする或る特殊なる時期を除 くの外は核仁は常に小形であつて寧

ろ多数あるを見 る。

染色艦の癒合 の行はる」時期については は灘謄 に(sindezo)  BRYCE (5) Echinus escudentus

於て,は 海星 に於て何れも癒合は成熟分裂紡錘の現る玉直前TENNENT (61) Asterias forbesii

に起るものであらうと想像 して居 るが,は 此の見解を誤 りとし癒合は卵の生長 JORDAN (32)

期の開始に先だつて行はる玉ものであると主張 して居 る。 余の所見及び の海星にSCHAXEL

於 ける観察 も亦明かに の読を正しと認めしむるに充分である。 JORDAN

馬 生長期に於ける第一卵母細胞

Thyone に就いて云へばパ ラフィン切片で測つた所で直as20-120μ に亘 る大小琶々なる細胞

を一括 して本期に属せ しめる(第 一版第二圖,第 三圖 ・)。 形は最早や球状で無 く多くは周

園の墜迫のために多面髄をなしその外表は直ちに菲薄なる卵胞上皮 で覆は (folikla epitelio)

れ,卵 集管の内面なる上皮に向つて廣き面を以て密着するか或は稀に細き柄部を以て蓮結せ

られて居 る。

核内の染色質粒は此の時期に於ては甚しく染色性を失ひ核仁は多数あつて核膜に密着しで

撃球形をなせるものが多い(第 二圖 の,そ して多くはその外暦が嗜鷹基性で内部が嗜酸性で

あ る。

や 玉晩き或る時期に於て著しい特異の変化を核に認める事がある。之は Cucumaria  saxicola

に於て特に多く見られた事であるが,内 容は今迄の如き透明な液状で無く嗜盛基性の微細な

顯 粒が一面に瀦漫し,染 色体 は著 しく明瞭に現れてO・X・y等 の形をとつて核内に(gemini)

激在 し其の数二十個近 くを数へる事が出來る,核 仁は此の時に限 り大形であつて唯一個 しか

無い 。恐 らく斯かる時期は短時間に過 ぐるらしく核は再び窟 の如 く内容は透明とな り染 色質

粒 は染色性を失ひ核仁は大小数個に別れ細胞艦は一鷹その容積の増大を続けて行く。 斯 く

生長期の中途に於て暫く核内容の変化を生じ染色盟が明瞭に現れて再α清失するは惟ふに

 diakinezo と名つ く可き時期に當 るのでは有 るまいか。 が海星 にJORDAN (32)  Asterias , forbesii



於で記載し描ける所(P.42;Pl・1,fig.25)は よく之と一致する,約 十八個に切れた染色体は

短 く太 くな り環状v字状 等を呈し表面に細かい突起を生じて蘇状乃至羽状を呈する,之 恐

ら くは染色髄か ら核仁に向つて染色質を移送するためであるらしく,核 仁は著しく増大し核

網は此の期に於て盤基性色素を引いて強く染色すると。

卵が一定の極性を示すも亦 この期間に始まる,夫 は次に述ぶ る如 き極めて特異なる構造が

卵の將來の動物極に相當する部位,即 ち卵集壁に反せ る遊離端に近 く,核 と細胞膜との凡そ

中間に當つて生するによつて知 られ るのである。此の者はThyoneに あつては強き嗜盤基性

を示せるや ム強靱な且つ多少弾力性を有するらしい数條の線状 盟 費(第 二圖 の 之に中央部

と両端部 とを識別する事が出來 る,中 央部は数條一束をなして細胞の表面に並行 して走れ る

部分で,共 の両端からは内側即ち核の方 に向つて折れ曲 りつ 瓦や 」掌朕をなして数條の綜が

捜がつて居 る。eu(nemαriaechinatαにも乏に相當するものを見 るが之は前者 に於けるよりも太

く長 くその絲状 艦の歎少くして屡一條 を以て代表せ られ,時 に波状に曲 り長さ20μ に達す

るものもある。e.saxioolaに 於ては著 しくその形を異にし数條の並行せる染色性の線である

がその方向は卵の軸に蜀 して一定の關係を示 さ劣 その一端か ら恰 も中心体の周囲 に見るが

如き不染色性の星芒を稜して居る,稀 には線状体 が束 をなさすして不規則な多角形の邊をな

して横はつて居 るをも見た。 此の特異なる構造は生長期に於 ける卵母細胞の総てに認めら

るS所 であるけれどもBou・Nで 固定 した材料には全 くその痕跡をだも認める事の出來 ない

'一事は注意すべき所であつて
,上 掲の記述はThyoneに ついてはピク リン硫酸 で固定 し

た もの,(incumaTiasの二種に就い てはFLEMM・Netを 以て 固定した材料に基づいた ものである。

此の異様なる小体は果して何であらうか?丈 献を渉臓するに之と極 めて類似ぜるものが嘗

て唯一度VANDERSIRTCHT(63)に よつてPsammechinus microtuberculatus Sphaerechinus granularis

と去ふ二種の海謄に於て観察せ られて居 るを見 る。夫は矢張 り卵母細胞の生長期に於てのみ

卵の一一端に偏在 して現 るΣ一個の星状の小髄であつて,緻 密な球状の中心塊 と之か ら放射す

、る星芒 とか ら成つて居 る,而 して斯か る構造が生長期 の了 りに近づいた卵にあつては酒失し

て全 く見えな くなると云ふ鮎 も吾が海鼠の場合とよく符合する。VANDERSTriCHTは 之を星

圏(astrosfero)と呼んでは居 るがその本質か ら云へば卵黄核(ovflava nukleo)の 一種と見る可

きで,後 來成熟分裂の際に現 る可き中心膿 とは關係なきものだと考へて居 る。

從來卵黄核 と呼ばれ來つた ものには實は種々の異つたものが含まれて居 るので,VANDER

STK[CHr及 び余の見た所のものは多分KOrSCHELT,HeiDER両 氏(35)が 第三類の卵黄核 として

区別した所のものに麗 し,余 はMunson(44)・ と共に該構造 をば中心体の変形物 と解せんと



欲するものである。 が群 函 の卵蹴 いて識 せる所謂項畷 核及CHUBB(12) Antedon  bifida

び他の動物に見られたる之と相同の染色性穎粒の塊は全く此庭に云ふ所のものとは別物であ

つて,核 内か ら逸出して細胞艦中に蓄積した染色質粒で卵黄核の形成に與 るものと考へられ

て 居 る もの で あ る。

細胞質の染色が本期に於て嗜盤基性となつて居る事は著しく認めらる曳所である,そ して

諸所に散在して染色性の穎粒があるのは恐らく上述の中心艦 に關係なき卵黄核の一種に相當

するものであらうか。

ハ,生 長を了 りた る第一卵母細胞

既に生長期 を過ぎて産出せ らるムを待ちつ 」ある卵は に於てパラフィン切片につThyone

いての 測 定 で は 最 大 径180-270μ,最 も普 通 に は220-240μ の 間 に あ る。 恐 ら く之 等 の 卵 と前

述の生長期にあるもの との間には一箇年間の距離を有 し,彼 等は次の産卵期迄にその生長を

途げるものであらうと考へ られる。

、 之等生長を了つた卵(第 一版第三圖)は その形略ぼ南瓜に似て牛球形をなし・動物極 に向

へ る牛面は他よ りも扁平であつて此 の部の中央に小なる圓錐形 の卵門突起 (mikropila prooezo,

第三圖m)を 有する,併 しなが ら狭い 卵巣の腔内にあつては卵母細胞相互の歴迫のために多

角形,扁 平,柱 状,不 規則形等毬々に形 を変 じ,上 述の如き正 しい形をとるは寧 ろ稀である。

之等 は常に直接に卵巣壁に廣い面を以て密着し,共 他に知 られた如 く細い柄部 を Holothuria

以て連接する事を見ない,そ して稀に例外はあるが殆ど常に動物極は この卵巣壁に接着せる

面 と相反する遊離端即ち卵巣の内腔に向ふ側に見 られる。

卵の外園は厚い寒天状の暦(5)を 隔てN卵 胞上皮 伽)が 覆 うて居る。 この寒天層 は生長

期の終 りに於て形成せ られるものであつて從來多 くの棘皮動物の卵に於 てよく人の知 る所で

あ り,生時にあつては放射状に走れる細かい線條を認むる事が出來る所から屡 と

zona radiata

呼ばれて居 る。 が に於 て観察した所によると此の放射IWANZOFF(29)  Holothuria tubulosa

状の線條は實は細い管状の孔であつて,卵 膜 を穿つて外に出た卵の細胞質の一部は卵膜の直

ちに外部に於 て薄い 暦を作 り,更 に一部は細い傷足様の突起 となつて此の管状の孔を傳ぴ塞

天膜内に侵入 して居 り,そ の特に長 く大なるものは卵胞上皮に達し恐 らく卵の榮養の輸入路

として役立つであらうと云つて居 る。固定して切片となした材料ではこの寒天暦は僅かに繊

維状をなして所々に散在せ る稀薄な凝固物質を以て代表せ られ居 るに過ぎない。 THEEL (62)

が と云ふ海鼠には此の寒天層は存在せすその代 りに分岐せる粗大な偏足Mesothuria  intestinalis

様の細胞質突起が出て居ると云ひ,も 亦彼の所見 と全 く一致 した ものを見た とHAANEN (23)



.稻して居るが,余 はTHEELの 描いた圖を見るに其の状切片に見 らるN寒 天暦の像 とよく一

数 し居 り,そ の卵と卵胞上皮との間にある略ぼ一定の厚さある室間はもと寒天層の占めて居

た所である事殆ど疑ふ飴地が無い様に思ふ。

此の寒天層 の起原に就)・てはSEMPER(60)は 此の暦が生す る時期には卵胞上皮は既に甚し

く分化した薄い暦 となつて居るか ら此の者から分泌するとは思はれないと去ひ,GERould(20>

も之に賛成し該暦は卵の皮質部からの分泌によつて生 じた ものであらうと推考 して居る。然

るにJenkinson(30)は 之に反 しその海謄の観察に於て卵胞上皮その もの ム変質によつて生す

るもの らしいと想像 して居る。勿論何れ も推論に過ぎないが余はGERoULDの 云ふ所に左祖

したいと思ふ。

細胞髄には既に卵黄粒の蓄積が終つたのであるがその染色は前の生長期に於けるものと異

つて嗜酸性の反応 を呈する。

核(第 三圖 の は大形球状の胞であつて甚しく動物極に近 く偏在し,そ の動物極に向へる

:側には核膜に多くの鐵曲を生 じて居 る,之 は或は此の部分に於て卵の張力が弱いため固定に

際 して器械的の原因から起つた人工産物であると云へぬ事 もないが,恐 ち ぐは次いで來 らん

・とする核膜消失 の前提と解するが正 しいであらう。海星や海謄の卵に於てその成熟分裂を開

始せんとする時 この部に甚しき鐵曲の生する事は既にHertwig(28)以 來BRyCE(5),Hartmann

(25),JorDAN(32),RETzius(53)の 諸家が齊 しく観察 して居 る所である。核の内容は極

めて稀薄なる液盟であつて固定に充分の注意を佛はないとGEBoULD(20)のPl.7.Fig97;

THeel(62)のPL1,Fig.10等 に誠實に描窩せ られてある如 くその植物極の側に細胞体 と核

との間に新月形の細い室所が切片に現れ る事が屡ある,之 は固定に際 して核は容積が大きく

内容が甚稀薄な爲め強 く収縮するに拘 らす細胞体 は卵黄を多量に含むために収縮 する事少 く

從 つて両者の間に室所が残 され るのである。

核内には核膜に接 して可な り多数の核仁 ω があ り,そ の大さに於て染色の状態 に於て甚

しき不同を示 して居 る,即 ち全体が嗜酸性に見ゆるもの,薄 い皮居のみが嗜塵基性 を示すも

の,叉全盟がヘマトクシリンで濃染するもの等があり,叉若干の空胞 を有する場合も屡 あるが

決 してGUENTHER(22)がHolothuria tubulosaに見たる如 き同心的贋状の構造 を示すもの を見

す,叉殆 ど総ての棘皮動物卵に見 らる玉如 き輩一大形なる核仁の存する場合をも見ない。

之等の核仁 とは明かに区別せ らる ムもので強 き嗜燈基性の染色を示 し輪廓の平滑ならざる

小髄が通常核膜の動物極に向へる側の鐵曲の間に介在するを見 る(ks),Cucumaria echinataの

標本に於ては此者甚しく大き く且放射状 に染色質綜を突出して居るを見る。嘗てBLACKMAN



(1)が 蝶蟻の一一種 の精母細胞に見て 始めて核質圏 Sc odopendra heros (Fig. 10, 11) (kariosfero)

ゲジゲジ

と名づけ,其 後 が抽挺 女奥(ら)が 松藻爵MEDES(40)  "Scutigerca forceps, I: BBowNE Notonecta

に夫々存在を詮したる構造はその形態に於て余の海鼠 卵 に見る所のものと酷似して居るか

ら,余 も亦此の場合同 じ名を以て之を呼ばんと欲するものであるが,た だ に從へぼBROWNE

Hotonecta 1二於てはこの核質圏から現れた染色盟は先づ核の周邊に並んで所謂 期に diakinezo

入ると云ふが,海 星類に於ては一一 而 して恐 らく海鼠類に於ても之と同様であらうと推測す

るが一 染色体はこの核質圏から出て直ちに成熟分裂の紡錘に乗るのであつて且つ余は前に

述べた生長期の中途に於て の現れる時期を以て と考へ度いのであるから彼gemini diakinezo

等節足動物の精母細胞に見らるる核質圏と吾人の見る所のものとの間には全き相同を認むる

事は出來ないと考へる。

余が海鼠に見たるものは恐らく が海星 に見たるものに相當すJORDAN  (32) Astericas forbesii

ると思はれる 即ち に擦れば核の最も動物極に近い部分に一塊若くは数塊の染色質の JOEDAN

集團があつて,其 の最も好況を示すものに於ては之等の塊は賓は二葉に岐れた微小なる染色

体が十八個相集つて居るものである事が判る。時としては之等と核仁との間に染色性の線状

物の連絡を見るが之は染色体そのものが核仁から生じたと云ふ謹左ではなくしてただ後者か

ら前者に向つて多少物質の供給をなすものである事 を示すのだと云ふ。

染色艦と核仁 との關係に就いては頗 る多くの研究があつて到底 ここに論す可くもないが,

棘皮動物の範園に就いても既に古く が海星 の卵に於いて染0.  HERTWIG (28) Asteracanthion

色体が核仁から分離して出で來り成熟分裂の紡錘に乗る事を見て以來,は HARTMANN (25')

Asterias glc~ciaUs に,は 及び GUENTHER. (22) Holothuria tubulosa Psammechinus microtuberculatus

に,は に夫々略ほ同様の事實を認め,染 色禮は核仁の中から分 RETZIUS (53) Astericas rubens

離 して出で來 り核仁には のみが淺ると云ふ。 又 が 二,plasteno  BRYcE (5) Echinus esculentus

JORDAN (31, 32, 33) が 及び に夫々 Asterias forbesii, Echinaster crassispina Henricia .sanguinoienta

見たる所は少しく之と異 り核内の染色質塊が其の儘解離して個々の染色艦となると云ふ。然

るに同じ が に,が についで見たJORDAN  (31) Ophiocoma pumida SCUAXEL (57) Asterias rubens

所では染色盟は核仁とは關係な く核網の問から現れると云ふ。CHVBB(ユ2)も 亦 Antedon bifidac

に於 て染 色 性 の 穎 粒 が 核仁 か ら数 多 出 で來 ろ を見 て居 り,夫 等 の 圖(Pl.30,fig.53-56)は 極

め て よ く の 描 く所(例 へ ばTaf.1,Rg.16)と 似 て 居 るが 併 し に從 へ ば GUENTHER CHUBB

Antedon の場合は之等の穎粒は染色髄と關係なく,途 には核膜を通つて細胞体中に出つるも

の で あ る 。



却読之等染色髄と核仁との間に密接なる關係ありとする詮と之無しと云ふ読との間に協調

を與ふるものは の興味ある實験である。氏は苦土を以て庭理 したる海謄 Wilson (64) Lyte-

chinus variegates の卵に於て,そ の第一群のもの即ち細胞質星状体 を作 らす忍は少数(oitastro)

のみ作つた ものにあつては染色艦は核網か ら現れるが,他 の第二群即ち多数の星状体を生じ

た ものにあつては染色体は直に核仁から分れ出つ るを見た。即ちはじめ核網の上に散在 して

居た染色質がその儘核網の間に凝集 して染色体を作 る場合と,一 度核仁に吸収せ られてこ玉

に集 り此虜から染色禮として現れ出つる場合とこの二つを同一種の卵に於て人工的に生ぜ し

めた課である,換 言すれば星状盟の現れ方の渥速により,邊 ければ染色質が徐々に核仁中に

集合する時間が與へ られ,星 状体が速に現 る玉時はその暇無 く直に核網の間か ら染色体が現

る瓦と愛ふ差を生するので あらう。多 くの種類に見 る如 くた 讐一個 の大形なる核仁 を有する

場合では染色質の吸収せ られるのは其の核仁であり,余 の見たる の如 くThyone,  Cucumarica

多数の核仁が存する場合 では自ら核仁の間に分化が あつて染色髄の形成に關係なきものと多

量に染 色質を吸収するものとの別 が生する事は可能 と考へ られ る。

動物極に見 らるL卵 門突起は細い圓錐形 をなし通常多少一方に傾斜轡曲し,塞 天麿を貫い

てその突端 は卵胞上皮に蓮 して居る,内 には無歎の並行せる繊維 を含み之等は卵内に向つて

細胞質の間に捜が りつL核 に達せす して漕失して居 る,そ の消失するあた りと膜 核との間に

は極めて細微なる染色性の穎粒の薄い暦をなせるを見る。突起の端が接 して居 る卵胞上皮は

その附近の小匠域丈け特に厚 くなつて緻密な無構造の暦を作つて居る。

之 と同様の ものは既に他の海鼠類に於て屡次見 られた ものであつ て,(1851がJ.  MULLER

Cucumaria plant, Thyone fusus, Holothuria tubulosa 等に見出したのを最初とし,は SEMPER (60)

Holothuria impatiens 其他に,及 び は に,はHAMANN  (24) CRETY (15) H. tubulosa GEROULD (.20)

Caudina arenla 及 び に,は に,大 島 Cucumarica frondosca THEEL (62) Mesothuria intestinqlis

(47)は に夫々之 を記載 して居るが,は この突起の端が球状をなし Cucwnaria echinaa THEEL

て膨大せ るを描 き(Pl.2,dg・16),大 島も亦先端に球状の小盟を見,不 染色性の繊維は核膜に

蓮 して之と連綾すると云ひ,は 更にその球状の端が卵胞上皮をも貫いて脱出 して居 HAMANN

ると読 いたが,惟 ふに之等は皆固定不良な材料の観察に基ける誤謬であらう。余は更めて注

意深 く固定した に就いて楡したが本種に於ては突起が に於けるより Cucumaria echinata Thyone

も多少肥大なるを認めたのみで矢張 り細 く鈍端に終 り,決 して前に見たる如 き球状の附属物

は無かつた。

海鼠以外の棘皮動物では之に比すべき構造の見られた場合と してた 讐海謄の一種 Para-



centrotuslividusに於てBoVeRi(2),JENKiNsoN(30)両 氏が見た例がある。BoVERiは 原形質の

小さき突起が膠管(jelea kanalo)の 方へ侵入 しその基部か らは核の膜 に向つて不判明な繊維

が擾が りつs走 れるを見た.(Tat48,11ig.1)。JENKiNSONの 所見によれば卵が卵黄の蓄積を終

り外表に寒天層 が生 じたのち細胞質は卵の遊離端に集中してこムに嗜臨基性の 小塊 を作 り,

此の者はかの寒天層 を貫いて突出して居る(fig.a,5,'6;。

此の卵門突起の起原及び作用に就いては甚不明であるが,先 づ人々の容易に氣付 く如 く卵

が之によつて卵胞上皮と蓮接 して居 る所か ら之に膀(umbiliko)の 名を冠 して呼ぶ人が少くな

い,GRBOULDが 引用 したJ.Muller,Leydig,Koilliker,Semper等 の人々は之に腸する。 併 し

なが ら既に述ぶる所 で明かな如 く此の突起は卵が生長 を終つた時期に於て始めて形づ くちれ

る器官であつて,當 初か らあつた連絡の残存 せるも¢)では無い。或は叉CRETy〈15)が 想像

した如 く卵が養分を吸収する通路であらうと云ふ考ぺも既に斯 く生長を終つた後に生する器

官としては聯か不合理の様に思ふ。余はさきに(47,P.18の 此の器官は決 して痕跡ではなく

必ナ將來に於ける卵の重要な変化,特 に成熟分裂に向つて意義 を有するものであらうと鼓つ

たが,此 の考へは今 も荷ほ変 らない所であつて,恐 らく之は中心体 に關係を有 しかの繊維状

の ものはORETYの 云ふ如き養分流入の表現では無 くしてそのま工第一成熟 分裂の紡錘絲 の

一・部をなすものではあるまいかと思ふ。

以上述べ來つた如 く,生 長期の卵にあつてはかの特異な中心体の変形物の位置により,叉

生長後の卵にあつては核と卵門突起との位置によつて何れ も卵の極性が明かに見 られ,而 し

て一般に卵軸は卵巣の壁に対して 垂直に立 ち且つ動物極は卵巣の内腔に向へる事を明かに示

す ものである。他4)海 鼠類では明瞭な記述はないがその多 くは卵軸 と卵巣壁への附着部位と

の關係は余の見た場合と一致するらしく推測せ られ,叉 他の棘皮動物にあつても恐らく一般

に之 と同様の事が嚢はれると思ふ。BoVeRi(2)はParacentrotus lividusの 卵では附着黙が

動物極に相當すると推断 したけれ ども,JENKiNSoN(30)が 同種の海謄に就い て極めて明瞭に

・示 した如 くBoVERiの 云つた所は全然誤 りであつて矢張 り此の場合に於ても動物極は卵の遊

離端にある事が知られ る。たL"海 星Asteriasforbesiiは例外であつて谷津(66)に 撮れば卵軸

は卵の附着部位に対して 傾斜せる位置をとり,動 物極は遊離端か ら若干の距離をへだてた所

にある。

昌,退 化崩壊しつ ふある第一卵母細胞

余の検した 三種の海鼠の卵巣の切片に於いて前述の三通 りの卵の外なほ屡異様な構造の も

のを見た。それは大 きさ多 くは略ぼ生長期にある卵と同様であるが,卵胞上皮に包まれたる大



小無数の球状体 の集團である。(第 一版第四圖)。 之れ即ち退化し吸収せられつ 玉ある卵母細

胞 と考へらるふものであつて,そ の退化の樹ほ早期の ものには大なる核⑰ が箆存ぜるを見

核仁は異常に増大 して居 る。球状 髄は卵黄を含める細胞質の崩壊 しつ 玉あるものでその構造

或は粗に或は密に,染 色の状態 は大髄に於て生長期の卵 と一致 して居る。之等の球厭艦の間

に介在して若干の小形なる核(fg)が 見 られるが これ恐 らく盛に卵を破壊 しつsあ る蝕胞 伽

gOGit・j)に属するものであらうと思ふ。

少しく退化の進んだものでは最早核(胚 胞)の 痕跡も見 られす卵黄の球状 盟も無い,た 嘗

嗜塗性の可なり大形訟滴状の球が粗憩なる組織の間に埋まり,そ の組織には伺ほ多くの蝕胞

め核を認むる事が田來る。更に最 も退化の進んだ もの と思はる瓦ものには之等の滴状の球 も

漕失 し,た 讐粗に網の如 き構造の塊に到 る所pikn・z・ を起 した核が見 られ るのみである。之

等三段の退化期 を示す卵はThyoneの 外Cucumaria echinataにもC.saxicolaに も見 られるが,

た.S・不可解なるは充分に生長を了りなが ら産出せ らるN機 會を失つた卵の退化せ るらしい像

を見す,多 くは生長期にあるものが中途にして退化を始めた もの らしく3ζ寒天層のあつたち

しい跡 も無いと云ふ事實である。恐 らくは生長を了つた卵の退化は特に急速で上述の如き経

過 を取らないため吾人の眼に鰯れ易か らぬのでもあらうか,須 奥 く疑 を淺 して置く。

退化卵に於て核仁が異常の大 さを示せ るは果して卵の退化の原因をなせるものであらうか

それ とも反謝に退化の結果であらうかは興味ある問題であるが,兎 に角生長期の間核中の染

色質が幾度 と無 く核膜 を透 して周園の細胞艦内へ脆出し卵黄粒の形成に與るものである事は

CHUBB(Z2),SCHAXEL(56)其 他によって報ぜられた所であつて,若 しも核 と細胞体 との連絡

に何等かの障害があるか或は細胞質が最早や卵黄を形成する機能を失ふかすると染色質は脱出

する途が無 くな り速に核内に蓄積ぜ られて核仁が斯 く甚 しく増大するのであ らうと思ふ。

棘皮動物に於て斯かる退化卵を記載 した例は可な りある,即 ち海鼠ではGEmour・D(20)が

Caudina arenataに,THEEL(62)がMesothuriaintestinalisに,海 星ではPEREZ(50)がAstericag
クモヒト

rtebensに,海 謄ではCAullERY及 びSiEDLECKi(6)がEchinocardium cordatumに,陽 塗足

ではRusso(55)がOphiomyxaPentagOna其 他に夫々類似の観察があるが,中 にもTHEELは

蝕胞に空胞を有する漂游細胞と顆粒 を含める細胞との二種を識別 した。余の見た所では この

第一の ものに相當する蝕胞のみが卵内に見 られ,第 二の ものとよく符合する細胞は之を卵巣

の壁の内に屡見る事が出來た。CaulleRY,SiEDlECKi両 氏 も余 と同 じく核仁が異常に増大せる

を認めたと記して居る。概 して無脊椎動物に於 ける此の種の現象の研究はまだ甚不充分だと

偲 ふが既に古 《SCHNEiDEr(58)は 蛭の類に於て明に血球 と区別ぜ らる可 き漂游細胞が卵巣



内に侵入し卵を破壊する事を見て居 る。

韓 じて哺乳類に於ける卵の退化に就いては多 くの研究があり,近年に於てはCHARLToN(11)

の二廿日鼠 に於ける,NOVAK,EiSinger両 氏(45)及 びMANN女史(39)の 鼠に於 ける報告を

見 る。CHARLToNの 描いたもの(Pl.3,fig.13,14;PL4,fig.15,19,20)は 頗 るわが海鼠類に見

らるs像 と似て居 り,NovaK及 びEisinGERは 卵が受精せす して分裂する原因をぱ之を園携

する髄液の作用に露し,此 の現象を化學的刺戟に因る人工軍写生 殖に比較 したが,MANNは こ

の分裂が有綜分裂によらす核 と無關係であつて屡無核の卵片を生する事あるを指摘 し,該 現

象は単写生 殖に…瘡す して全 く退化の現象であると主張する。棘 皮動物の卵が長時間海水中に

放置せ られ又は試藥に遇つて退化的に崩壊 して多数 の小 球 に分 る玉事,所 謂細胞 の分 壌

(oitolizo)はLOEB等 が多 く研究した所である。今吾人の關れる卵巣卵の崩壊 も亦 この現象に

罵す可きもの らしいが蝕胞の攻撃は果 して之が原因であるか將た結果であるかは今遽に推断

す る事が出來ない。

三,産 卵

余がWoodsHole滞 在中はじめてThyonebriareusの 産卵を発見 したのは1921年 の夏,六

月二十一 日の`20時 頃の事であつて,此 の日實験室内に持ち込まれた数個の海鼠を容れた水

・槽 に海水を流 した儘放置 してあつたのを偶然窺き込んだ所,一 個の雄が精液を出 し居り水中

・には淡黄色をなせる微小なる卵が流に濠 うて槽外に逸出し居るを早た。之等の卵は既に一時

間内外も前に産 まれたもので ある事は後に思ひ合された所で且つ既に大部分は流れ去つた後

であつた。其後数同新たに海鼠を獲て水槽に容れその産卵を待つたが二十三日15時30分,

同日17時20分 か ら19時30分 迄の間,及 び23時20分,二 十四日14時 鴻 分,15時13

分から15時25分 迄の間等,数 同に亘つて仔細 に産 卵の状態 を見る事が出來た。 常に先づ

雄が精子を射出して容器の水に薄 き白濁を生ぜしめ,其 後約牛時間を経てはじめて雌が放卵

をなすのであるが,卵 は背側間輻部燭手の間の後方にある生殖 ロか ら薄い粘液 に包まるムら

しく互に輕 く膠着 しつ 均一條の紐の形をなして流れ出で,直 に相分れて母髄の背部叉は水槽

の底に徐々に沈下するのであつた。

1920年 三月Plymouthに 於いてCucumariasaxicolaに 就いて得た経験は極めて僅少である。

動物の獲 られた第一 同の夜は全 く何事 も起 らす,翌 夜はた 讐精子を射出した雄があつたのみ

で,第 三日即ち二十四日の夜間に少数1)産 卵があつたのを翌朝稜見したのみである。



海鼠類の産卵に關しては の に,の KOWALEVSKY (33 ) (Jacunz aria kirchsbergi SELENKA (59)

C. planet i:, DES ARTS (15) の に,の に,箕 作及び大島C.  frondosa NEWTH (45) C. normani

(47)の に・ の 及び に於ける観察報 C. echinada RUNNSTEOM (51) C. frondosa Psolus phantapus

告があるが,之等は総て光参類に驕するもので他の海鼠類では僅に の SELENKA (59) Holothuria

tubulosa EDWARDS (17) の との二ρの場合があるけれども何れも生聲を作つてそ H.  foridana

の中で産卵せしめたもので産卵當時の観察は無い。之等諸家の観察の一々に就いては之を架

読する暇が無いけれ ども,産 卵の時刻は のは捕獲當日の夕方か ら夜にかけ Cucumurica echinztce

た頃,で は夜牛近 く,叉 及び では一般に朝であつたC.  norntani C. frondosa Psolus phantapus

と云ふが,総 てに共通した鮎は新たに捕獲せられて容器に移されたことが刺戟となつて数時

間内に産卵するものであり,必 す雄が先づ精子を出し雌は之に刺戟せられて放卵を始むるも

のであると云 ふ事實である。

余の観たる の繭種及び の には精子 Cucumaria echinata, Thyone briareus NEWTH C. normani

の刺戟があつても途に雌 をして産卵せしむるに至 らなかつた場 合が屡あ り,捕 獲後第一夜に

産卵の機會を逸したものはたとひ体中に多量の卵を有する場合でも其後程経て産卵する事は

無かつた。た 讐 の場合のみはその例外であるが卵は種々の鮎に於 て正常な産れ方 C. saxicola

'をした もの とは見 られな6も のであつた
。箕作(大 島p.186)は 容器の水 を替へ'ナ汚濁する

'
に委せて置 くと産卵が促がされ ると云ひ,大 島は強い日光や暗黒が何等の結果 を齎らさざる

を見た。 に就いても余は暗黒が産卵の刺戟 とはならなVO事 を知つたが,普 通に産卵のThyone

見らる可き時刻よりも早い書闘に容器を布片で覆うて恰も黄昏の如く薄暗くした所13時

40努雄が先づ射精を始め14時25分 雌が放卵を始めた。 然るに之を明 るい所に移 した所が

忽ち産卵を止め,再 び薄曙くした所15時15分 叉々産卵をはじめて十分聞続けるのを見た。

 LILLIE 及び に擦れば多毛環虫 は生殖時期に際し雌の体から或るJUST (38)  Nereis linabcatca

物質が水中に浸出するものらしく,雄 は此の物質の存庄によつて直ちに精子を出し雌は之に

荊戟せ られて産卵をすると云ふ。同 じく多毛環鐡 に於ける Chaetopleura apiculata GRAVE (21)

の實験の結果は大比之と趣を異にし,良 く洗瀧した動物をぱ個々に分離して別の容器に置い

た所が雄も雌も同様に生殖物の放出を行つたと嚢ふ,即 ち此の場合雌は必すしも水中に精子

の存在する事無 くとも放卵をするものであると云はねばならない,而 して爾性ともに生殖物

の放出は動揺して居た水が急に静止した事によつて刺戟せられたものであつて水中に炭酸瓦

新の増した爲めでは無いと云ふ。上述の如く余が に於て盛に動揺しつLあ る水中で薩 Thyore

卵せるを見た事實は茜 しく之 と相違する。 も亦 の如 く雌雄 を分離して置いたNEWTH GRAVE



 Cucumaria normani が夫々放卵射精をなしたと述べで居るが果して此の實験は異論無くして肯

ひ得可きや否や疑問である。最近 は海謄 に就いて實験した結Fox  (19  ) Paracentrotus lividus

果,海 中に存在する精子及び卵は共に雄を刺戟して射精を促す事,及 び精子の存在は雌の放

卵を促す事 を確かめた。惟ふに海鼠の場合も此の部類に麗するのであらう。

四,成 熟 分 裂

イ,産 出直後の卵の形態

既に他の光参類に知られたる如 く,産 出直後に於ける の卵は較や扁平であって特Thyone

に動物極に於てその湾曲の度が弱いがその差は余が嘗て に見た如く顯著 Cucurnrarias echinata

なものでは無い様に思ふ(挿 圖一及び五)。 直径はその赤道部に於て約260乃 至300μ,短 径

即ち卵軸に滑 うて測つた径 は200乃 至210P許 ある。卵膜の外部を覆ふ寒天暦は厚さ60-80

μを測 り,卵 膜 と卵との間には狭い室間が見 られる。寒天暦は最早や卵胞上皮を被 らす叉他

の棘皮動物卵に知られて居る如くその放射状の線條は以前卵巣内にあつた時に比べて著しく

不明瞭 となつて居 る。動物極にはさきに見 られたかの卵門突起は全 く見 る事が出來す,そ の

波入した後の室所と考へられる漏斗状の孔管が塞天隆に向つて穿入して居るを見る(挿 圖第

五の 。 は海謄の卵に之を見て膠管 と名け,嘗 て卵胞上皮が卵巣 BOVERI (2) (jelea kanalo)

壁と蓮絡した部分の痕跡だと考へたが,既 に述べた如 く實際の卵の方向は全然反封である故

此の読明は當 らない。

 Oucumaria saxicola の 卵 は の よ り も大 き く,長 径380乃 至410μ,短as300乃 至320 Thyone

μあ り,寒 天 暦 はや 製薄 く厚 さ47乃 至60μ を測 る。

卵は全 く不透明であるが,切 片に就いで槍するに最早やかの 大なる核は消失 して既に第一

成熟分裂の紡錘が現れ,核 のあつた場所は核質と細胞質との混合によつて 出來た嗜塵基性の

物質,が残 質 と呼んだ所のものが占め,周 園の細胞質に向つて極 CONKLIN (restaja substanco)

めて徐々に移 り行いて居 り,其 の中央には 一個叉は若干の極 めて 小形な核仁の淺塊 HXCKER

の所謂後仁 を見 る事が出來る。(metanukleolo)

 Runnstrom (54) によれば の卵はその動物極側が植物極側に比ぺて輕いのPsol us phantapus

みならす,伺 ほ卵軸 と直角の方向に於て一の極性が見 られ一側が他側よりも重い た め卵は

水中に傾斜 した位置を取るを見 ると云ふ。 之は卵黄の分布に不同があるためで,な ほ進んで

卵の極性と幼蟲の体軸との間に一定の關係があつて,卵 軸は將來の前後軸にあたりかの第二

軸は背腹軸であつて輕い端は腹側,重 い端は背側になると云つで居 る。 余ほか=Lる断定に封



しては遽に賛意を表 し兼ねる ものである。

ロ,第 一成熟分裂

余の見たる限 りの最も早い時期と思はる瓦ものは大なる星状体 が動物極にあつて紡錘は他

端に向つて開いて居 り染色体 がその附近に散在して居 るもので ある,auonmariascacicorαにも

之に類するものを見たがジ若 し之等が異常の場合でないならば恐らく他の極 をなすべき星状体

が未だ現れない所ではなか らうか。 次に來るべき時期 は紡錘の一極は矢張 り動物極に,他

の極はや 蕊横に偏在 して紡錘全体 はや 玉弧状に彎曲せるものである。併し大多数の標本にあ

つては紡錘は直線的に延びなほ少しく傾斜 して卵軸 と角度 をなせ るか(第 一・版第五圖),或 は

全 く卵軸 と一致 して直立 して居るを見,下 方の極は核の 残質中に あつて紡錘絲 は此の部分に

あつては特に著 しく太 く濃 く染 ること從來屡次他の動物にも注意ぜ られた所 と一致する。動

物極には鈍い突起があり紡錘の上方の極はこの中に侵入 して居 るが,此 の突起は生時にあつ

ては見えす(挿 圖一の 」,及び五)恐 らく固定に際 して起 る多少の収縮 に樹 して此の部分が最

も抵抗の少い所か ら生する人工的産物 と思 はれ る。中心体は之等の時期に於ては認むる事が

出來なかつた。

染色腿は極めて小形で最初の四分艦の形をなほ保存茸るもの も稀にあるがハ多 くは略ぼ凸

字形乃至は菱形 をなし(第五圓)更 に延びて両端が鉤状 に曲 り中央に結節を有 した形 をなせ る

ものもある。 之等は総て二債の染色体即ち 卿 漏 であるが正 しく核板 を形づ くる事な く不

規則に排列 し,且 つ屋若干の破片やかの 後仁 もその間に混在 して居 るためその全歎を算へる

事は甚困難であるが,百 二十九の場合に就いて検 した結果その三分一以上の場合二十二個 と

いふ数が見 られた。 伍ち余は牛数(haploid)の 染色体 数として二十二 を以て正 しいもの と考

.へ る。

NEWTH(45)はCucumarianormaniに 於て雌の燭手の間から取つた産出直後の 卵は第二成熟

分裂の中途にあるか或は將に之を終つた所であると云ひ,大 島(47)も 亦c.echinataに 於て産

出後直ちに固定 したる卵は既に第一極体 の放出を終つた所であると報じて居 るけれ ども,余

のThyoneに 於ける新なる経験によれば,之 等は両つなが ら正 しか らぬものと思ふ。 前述の

余の見た る最 も早い時期の卵と曇ふは生殖ロにpipetteを 當て産出せ ら る玉卵 を吸ひ上げて

直ちに固定した ものであつて,切 片を楡するも未だ精子の園続せるを認めない,而 して之等

の大多数は前述の如 く第一成熟分裂の中期 を示 して居る◎惟ふに之等の海鼠にあつては卵は

此の状態 に於て産出せられ,精 子の侵入に よつて始めてその以後の変化を 進むるものであら



う。卵が受精 しない場合に果 してこの分裂像が此の儘停止するものであるか否や を試みる事

は,卵 の産れるとき海水が既に充分精子によつて渦濁して居ると云ふ事情の 下に於ては到底

不可能事 に属する次第で,RUNNSTROMも 亦成熟分裂は精子侵入の後はじめて 完成するもので

あるがその侵入 が果 して之がために必要な條件であるや否やを決定する事は出來ぬと述べて

居る。

兎に角吾人は從來海鼠の卵では第二の成熟分裂以後をのみ知つて居たのであるが,今 ここ

に第一成熟分裂の中期迄湖 る事が出來た次第である。併しなが ら卵集内で生長を了つた卵と

此の第一成熟分裂の中期との間に見 らるべき大なる変化に就いての知見は樹ほ全 く暗黒であ

る。核膜が如何にして消失するか,染 色艦は如何様にして発育 し如何にして紡錘の上に動 き

來 るや,二 個の星状体はいつ こより由來せるや等の重要な問題はただ 現に産卵 しつつある雌

の輸卵管内に見出さるる卵を槍 してはじめて解かる可きもの と思ふ。

之等の鮎に就いては海星は頗る好適の材料であつて卵は卵巣か ら切 り出され海水中に置か

れて後漸 く成熟分裂 を開始する故,最 初からその一々の変化 を詳 しく追躍する事が出來 るも

のである。0.HERTwiGが1877年 に始めて之を試みて以來幾多の研究者がこの性質を利用 し

て精細なる観察實験 をな し,海 星卵は實に此の方面に於て古典的な材料 となつて居 る。海謄

の卵は海星卵程に好 くは無いがなほ或 る好い状況の下には母艦外に於て成熟分裂の全部を見

る事の出來る事がある。

第一成熟分裂の後期に於ては相別れた染色艦 は圓味 をもつた長方形 をなし,紡 錘の両 端に

達した時は第一極艦に入つた ものは紡錘軸に対して 略ぼ垂直の干面に並ぶ故,極 から見た場

合比較的容易にその数を算ふる事が出來 る。 此 の時期に於 て極艦の側及び第二卵母細胞 の

側の染色艦を算へて見 ると,百 十四の場合の うち二十一個 と云ふ数 と二十二個 と云 ふ数 とを

算へる場合が最も多 く,さ きの中期に於ける二債染色艘の数 と比較 して 考へて矢張 り二十二

個を以て牛数 と認むるのが正 しい様である。元來棘皮動物には牛数の染色艦十八個を有する

ものが茜多 く,FエELD(ユ8)な どは九 といふ歎 は棘皮動物の染色髄に特 有な数 だ と云つて居

り,HARVEy夫 人(26)の 染色艦数の表にも此の点は 著 しく目につ く所であるが,ThYoneは 寧

ろ例外的なもの と思はれ る。

.今裂の終期に於ては(第 一版第六圖)既 に経 り切れた第一極体(I・P)と 卵即ち第二卵母細

胞 との間になほ細い一束の紡錘絲 が箆 りその中央部に濃 く染 まる小塊即 ち間体(zntschen一

葡塑の σの が見 られ る。此の時期には卵の側には通常明瞭に中心体が認められる。



ハ,第 二成熟分裂

第二成熟分裂の紡錘は引き績 き直ちに形成せ られるが,第 一のものよりも著 し く小さくは

じめ卵の表面に並行 して横はり後に廻蒋 して垂直の位置 を と る ものの如 く思 はれ る。此

の事はBoveri(2)が 海謄Piracentrotus lividusに,HOGUE女 史(6■)が 海星ASteriasforbesii

に見た所と一致するが,MATHEWs(65)及 びJORDAN(32)は 此の同じ海星に就いて全然異つた

'見解を有し
,卵 の中心より遠い方の中心艦はかの第一分裂に生じた間腿か ら生す るのである

と曇ふ。 」・BDANは なほ第二分裂の 紡錘が常に傾斜する事は認めるが之は決 してはじめ水挙

の位置か ら廻韓して垂直となる事の詮櫨にはならないと主張する。CoNKLiN(13)は アハブネ

伽 醐漁 に於て第二の紡錘は第一のもの玉卵の側に残つた中心艘の中に生するを見て居る。

染色艦は第一成熟分裂の終り に於て圓みのある長方形 をな せる事を去つたが,第 二分裂に

於ては夫等各個が縦裂して稻細い稈状の娘染色体 に分れる。.TENNENT(61)が 海星に於て染

色体が横裂すると云つたのは首肯 し難い 所である。第二極艦の生じた後にも亦小なる間薩の

形成せ らるるを見る(第 一版第 七圖ik)。

第一第二の両極体(ZP,IT.P)は 常に卵と寒天層 との間に挾 まつて見 られ,そ の大 さに於

て両者殆 ど差が無 くや Σ圓錐形に近い球状 をとる。第一極体には始め略ぼ一平面に並列した

染色艦群を見,暫 く染色体 は其の形を保つて居 り不完全な紡錘さへ生する事 もあるが通常そ

れ以上の分裂をなさす,第 二極体の出來た頃には第一のものL中 に既に休 止核が生 じて居 る

の を見 る事が多い。B・VEBr(2)は 海膿に於て極髄は卵門の所で寒天層 を貫ける膠管を推 し擬

げて寒天層 の外に出つるを常 とし,た 讐例外的に暦の下部に止まつたものを見た と 云ふけれ

ども,他 の例に比較 して考へるに彼の所読は甚疑はしく思はれる。

余 は一度Thyoneの 卵に於てその未 だ成熟分裂をなさざる前に,透 明な原形質 の小塊が こ

の膠管 を通 じて寒天層 の外に出で居 るを見,R職ms(52)も 亦海vaJFIgαTnme('hint"gmiligrisk:之

とよく似た ものを見て居るが(「r・bf.1,Fig9),その何 を意味せるものな りや を詳に しない。少

く共極髄 とは全 く別物である事は両方の場合に通じて明かに見られる所である。

昌,成 熟分裂に伴ふ卵の形の変化

六月二十三 日15時30分 か ら産まれ始めたThyoneの 卵の うち,そ の一個に就い て余は第

一極盟が15時45分 に,第 二極体が15時55分 に分離するを見た。 禽ほ他の一個につVOて」

一隆仔細に槍する事が出來たが,AB-`極 燈は正16時 に先づ透明な突起 として現れ,:十 分の

後 に分裂を完成 し,第 二極体 は16時28分 に現れ,同9S分 に完全に卵か ら分れた。 斯 く個



第 一 圖Thyonebriareus・ 産 出 直後 の卵 の 側 面 圖;成 熟 分裂 中 に輪 廓 の憂 ず

るな 示 す 。 ×150.

A--15時45● 分 。B-16時20分00-16時33分oD-一 一16時45分 。

体によつて多少の遅速は認められるが先づ大体 に於 て二同の分裂 は二三十分の間隔を措いて

行はる蕊もの と云つて良からう。

この二回の分裂を行ふ間に卵が絶えナその形 を変するは興味多き事實であるか ら,こLに

生時描鳥した もの 玉一部を掲げて之を説明 しや う(挿 圖第一)。 最初産み出された時この卵

は短径200μ を測つたが(A)・ 第一極髄の 分出後には170μ に減 じ(B>第 二極体 の 形成せ

られつSあ る間に再び短径は200μ に恢復し(0),更 に第二極髄が完成して卵か ら離れる時

には160μ となった(刀)。 今卵の赤道に於ける直径を100と して 之に対する 短径即ち 卵軸

の長さを比べて云ふならぱ,上 述の 四通 りの異つた短径は夫々707;58・5;78・8;53・iと 云ふ

値 となる。

斯かる形の饗化は固定して切片 となした卵に於ても現れる筈であるが,齊 しくB・uruで 固

定 した卵の子午断面に就いて第一分裂中期のもの0六 個 と,そ の後期から第二 分裂の中期

に至るもの八一個とに就き,矢 張 り長径100に対する 短径の値 を求めて之を曲線に示すとき

は第二圖の如きものを得 る。即ち第一群(實 線で示す)の平 均贋は82--84に あるが 第二群(黙

線で示す)の は78-80に あつて明かに前者よ りも後者が扁干な形をとるものS多 い事を示す
　

けれ ども・その差異は生時に見 る如き著しきもので無 く且つ之等の比の慨がすべ て著 しく生



第二圖Thyone briareus.卵 の縦断 面に於 いて測 つた長径 と短径(卵 輌)と の

比が第一成熟分裂 の中期に於 ける もの(實 線 で示す)と 第一極髄放出 後 に於

ける もの(黙 線で示す)と の問に差あ るな示す。 縦の数字 は個数,横 の数字

(t長径100に対する 短裡 の働 レ表す。

時に見 るものよりも大きVO。 これは一b-iつには固定に際 して避 く可か らざる収縮 によつて卵が

甚しく圓味を増すためと,一 っには第二群の中には可なり異つた分裂期のものが琶別に困難

なため混入して居 る故であらう。 ・

斯 く分裂に伴う て週期的に卵の扁雫の度が変する事實 は之を卵中に於 て星状艘め大 さの漕

長に伴ふ卵内容の粘性の変化に比較するとそこに何等かの關係の存す母きを思はせる。荷 し

てCH△ 鵬㎜(7,8)とHEtuBBVNN(27)と の實験の結果はζの意味に於 て頗 る興味あるもの

である。CHムMB函 はその巧みに考案したる細微解剖器の針端 を以て海謄の二tSEIehinvachntus

及U'A・・bacia,1並びに紐巌eerebratutusの 卵に於で受精と分割の際に現 るS星状 髄の種々異れ

る時期に於ける卵の原形質の粘性の変化 を楡 し,HeelbrunnはArbaciaの 卵を異 りたる時期に

於て強き遠心力の下に置き,卵 内め顆粒 が原形質を貫いて移動する速度の差に よつて原形質

の粘性を測つたが,両 者の結果 は略ぽ一致 し,成 熟受精分割の何れの場合にも星状盟が大な

る間は粘性が壇 し,分裂の直後星欠髄の最 も小なる時な粘性も最 も小で ある事を見7ZoThyone

の卵は稽や扁平 であるた め原形質の粘性の変化は直ちに卵の厚 さの変化 となつて外観的にそ

の消長 を認むる事が幽來るのであらうか と思ふ。

ホ,異 常 の 分 裂 像

余はThyoneの 卵の一個に於て第一成熱分裂紡錘が多極を有する場合を見た。 星状体は総

計五個あうてその中三個は大きく同一の切片上た現れ他の二個は小であつた。紡錘線は之等



の間を結び,染 色体約二十三個がその上に分散 して居 るのが見られる。Bmzaus(53)は 海星

Asteriasrubensの第一成熱分裂に於て二乃至四個,稀 に五個の星状体 の生するを見(P17;Tall・

2,Fig.19;20),TENNEN![及 びH・ αUE(61)も 亦A・forbesiiに於て三極叉は四極の成熟分裂像を●

見た(P・529,53S;P1・3・Fig・40・41)・そして二極が周邊 に向ム場合には恐 らく二個の極髄が同 ・

時に作られるで あらうと想豫 した。同じ理に基づくものと思はる玉像が昆巌の精母細胞にも

見 られ る事がある,BoWEN(3)は カメムシの類Chlorochroauhleri及 びChelinidea vittigerの二

種 に於て余の場 合と頗 るよく類似した ものを描いて居る(p.193-4;pl=1,Fig.1。3)。

此の外人工的の環境の下に同様の現象の生する例は少 くない。 例へばMORGAN(41)は 紐

最Cerebratulusの 卵を遠心器にかけて三極の紡錘 の生するを見たが(p.624-5;p1.8,Fig.57),

その起原については恐 らく第二成熟分裂に至つて二分すべき一極の中心体が第一の分裂のと"

き早 く既に分れて了つたのであらうと云つて居る。併し此の説明 は五個以上の極の現るム場

合に対して は當て朕 らない。PAcKARD(48,49)は 多毛環蟲Nereislimbataの 卵をradium照 射

の下に置き,三 極の分裂像が生す るを見たが(P.103-1;pl.2,Fig.16.P.336),此 の 場合策二

哉熟分裂が第一同の と同時に起つたものとは考へ られないと云つ て居 る。

今一つの異常は二個の卵に見 られた事で,動 物極は正常の第一成熟分裂の中期に於けるが

如 く鈍 き隆起を示 して居 るが此庭には星状体 が無く,別 に美 しい分裂像が卵の中心に近 く横

はつて後期を示 して居る。未だ極体 の無い事及び染色髄の形態と数とから推 して此の分裂像

は第一分割の ものでは無 く確かに第一成熟分裂のものと考へられ るが,染 色体 は各側二十偶

内外 を算へ 特にその一つは他と形を異にし少 しく邊れて紡錘の上に横はり相同のもの互に

や 工尖りた端 を向け合つ て居る。

CoNKlIN(11)はCrepidulaの 卵をぱその第一成熟分裂の前期に於て強 く遠心器 にかけた夙

紡錘全艦が卵の中 心に移動せ るを見た(p.319;Fig.9-12)。 之は紡錘の一極がその 星芒線 を

以て未だ充分に卵の皮層 に固着せざる前に遠心力が働き之がために中心に押 しやられたので

あ ると説明せられて居 るが,遠 心力の下にあらざりしThy・neの 卵に二つ迄之 と類似の現象

が如何にして起つたか?余 はThyoneの 第一成熟分裂紡錘の一極 は最初か ら動物極に位置する

ものと考へ る,そ して他の動物に屡見る如 くはじめ紡錘が卵の中央近 く現れて 漸次一極が動

・物 極に向つて移動するが如き事は無いと考へる。問題の紡錘が両つなが ら既に後期である事

は尚更 らその未だ動物極に移動せざる前の時期だといふ説明 の當 らざるを示す ものである。

余の考へでは元來常態に於て紡錘が傾斜の位置から漸次卵軸 と一 致 した方向 を 取るに至 る

は・一極は早 く既に動物極に固着 して動 く事が出來なくなり,他 の極め中心体はその星状体



の発達 に從ひ能ふ限 り卵膜から遠ざかつた位置 を占めんとして自然中心に向ふためであらう

(CANNON,1923)。 萬一最初に一極が動物極に固着する事が不完全で あり而 も星状艦が彊 く稜

達 した場合があらば,此 の極 も亦卵膜から遠 ざか り紡錘全艦が卵の中心に近 く移動すると云

ふ事にならうと思ふ。

五,受 精

イ,精 子の形態及び侵入の機講

海鼠の精子の形態に就いてはRETzius(51,52)のMesothuria intestinalis及びStichopus tremula

に就い ての驚く べき精細 な研究 があり,共 他FIELD(18)のStichopusregalis,Holothuriapoli.

Cucumaria cucumisの三種に就いての観察などもあるが,余 は到底充分なる廓大 を以 て検査 す

る機會が無かつた故何等之に添加すべき新事實を有しない。た Ψ卵に附着して切片に見 らる

る精子に於 て球状をなせ る頭部 と,圓 く突出せる尖体(Peoforatorio又 はakrosomo)と を識別

し得たのみで後端にある可き中片(mezpeco又 はNebenkernorgan)及 び尾部は之を認むる事が

困難である。 さて卵が水中に産出せられると精子は忽ち之 を包園して厚い寒天隆の外部 に集

り,そ の或 る者は漸次寒天 層を内方に穿入 して途 に卵膜 に逮するが,此 虚にも余には詳細 な

観察が鋏けて居 り,如 何にして精子が卵膜 を過るやに就いては答へる事が出來ないのを遺憾

とする。

棘皮動物の精子が卵に侵入する機構に就いては海星に於 けるFoL(1877,'79)の 観察を最初

としWilsoN(65)の 海謄に於ける,最 近CHAMBERS(10)の 海星に於ける共他多くの重要な研

究があるが,余 は海鼠には生時にも切片に於て も所謂受精突起の生するを見た事が無い。

CHAMBERSは なほ受精突起の先端か ら極めて細い原形質の綜が精子頭に向つて延び,精 子は之

に"捕 へ られ"て 卵膜の方へ引き寄せ られるのを見て居 るが,之 と頗 る類似 した事實を既に

IWaNZoff(29)がHolothuriatubulosaの 未熟卵に於で見て居 る事は甚面白い。 併 しかNる 未熟

な海鼠卵が或る時期に於て 盛に精子を,,貧 り喰つて"浩 化すると云ふ彼の 所見は甚 しく奇

抜で,兎 に角自然の状態 では有 り得ざる事であつ て此虚に比較に出すは稻不當の様に思はれ

るo

精子が卵膜内に侵入する瞬間,卵 の表面に所謂受精膜が現れて押 し上つて來る事は多 くの

練 皮卵に於で周知の事實であるが余の場合には此の事は無い様であり,受 精に伴つて起る卵

の細胞質の排列上の変化に就いても何等見る可き事が無い様であろ。



ロ,精 子侵入の部位

第一極艦を出した卵即ち第二卵母細胞の切片を検するに,侵 入後間もない精子の頭部がな

ほ卵の皮質部に埋 り居 るを稜見する;そ の方向が区 々であ る所か ら推 して精子頭が180。 廻

韓するのは此の頃であらうと思はれる。さてか 玉る時期にある 餓〃粥 の卵九〇例に ついて

精子頭の位置を測 り,:その侵入 した黙が卵の表面の如何なる部位であるかを調べた所が意外

な結果を得た。卵軸 を含んだ子午断面に於て恰も精子頭が含まれて見 らるる如 き好蓮な場合

と云ふは殆ど無い と去つて良い程稀であるから,必 すや精子頭の見 らるS切 片と卵軸の含ま

れた切片との距離から割 り出して精子頭の位置を後者の上 に移 して考へなければならない3

之は至極簡単 に用器書の応用で求める事が出來るが,斯 の如 くして九〇個の精子頭の位置を

子午断面の上に移 して得た ものは挿圖第三である。

此の圖を一見 して氣のつ く事は赤道附

近か ら侵入した精子の著 しく多い 事であ

るが,更 に試 みに動物極か ら始 めて卵の中

心に対する 角度 を考へ,精子頭の位置をば

その角度 を以 て表し各20。 毎の間にある

精 子頭の数 を区 別 して見ると挿圖第四に

見る如き曲線を得る◎ 即ち之によると動

物極から20。の間 には一も侵入せる精子

が無 く,植物極の方か らもao。 の内には甚

僅少の精子頭が見 られるのみで あるのに,

赤道を含む600か ら100。迄の間には甚 し

く多鍛 を見 るのである。

此の事實 は朧氣 なが ら嘗て(47)Cucumaria echinata

に も認めて 一言記述 して置

いた所であるが,多 くの動物に於て 精子

第三圖Thyomebriareus.第 一極髄放 出後 に於 い

て切片 に見 らるる精子頭の位置を示す模型 圖。

は動物極若 くはその附近に於て卵に侵入す るものであると云ふ一般の通則に從はない事實で

ある。棘皮動物の卵の如 く特別に厚い卵膜 を有たない ものでは格別動物極に於け る卵門の所

が精子の侵入に使であると云ふ理は無 く,諸種の海星や海謄に於 けるBoVEri(2),WilsoN及

びMATHEws(65),CHAMBErs(10)等 の読 く所に見ても精子は卵の表面の如何なる場所からも

入 り得る事が知 られる,が 何故に特に赤道の附近に於て最 も多くの精子が入 り,動 物極の附



第 四画 第三圖に衷れ7二ものPt,卵 の動物極か らの距た りな中心に於け る角度

に 二つて分 ち,そ の頻 度な比較 した曲線。 縦の数字 は個数,横 に動物極 か ら

の角度な示す。

近には却つて全 く此の事がないのであるか?

今産卵直後の卵に就いて各異つた部分の表面乃至皮質を比較するに,之 等の間に考へ得べ

き相違は核質の淺 り即ち残質が次第に細胞艦内に擬散しつつあるその影響を受くる速さの相

第五圖Thyone briareus.産 出直後 の卵 の側 面模型圖。 核 の

残質(rs)か ら動物極 へ(A)と,植 物極へ(B)と,赤 撹ぺ(0)

との距離の差な示 す。 」に寒天膜,kは 膠管。

蓮 と,動 物極に近 く現れて居 る第一成熟分裂の紡錘及び星状体 か らの 距離が異れる事とこの

二つ より外には無い様である。



伍で挿圖第五で明かなる如 く,残 質(rs)か ら各異つた 部分への距離を比較する と動物極

・に向つては(五)最 も近いか ら残質の擬散 し來る影響を受 くる事最 も速 く且つ濃厚であり
,植

物極は(B)之 よりも著 しく遠 く,赤 道に至つては(の 最も遠距離 にあるか らその影響 をう

くる事最 も遅 く且っ稀薄な課である。然 るに核の淺質の存在が精子侵入に対して 妨害となる

と云ふ詮擦は今の所吾人の手許には無 く,却 つて之と反対 に卵はその核(胚 胞)が 溝先 した後

に於て始めて受精の能力を得 るものであると云ふのが一般の原則であり,CHAMBERS(9)は 細

微解剖の結果明瞭に次の如 く云つで居 る"卵 片の受精能力は惟ふにさきに 核内に藏せ られ

て居た物質が細胞体内に撲散する程度如何によるものである"(P・343)と,即 ち 此の物質を

含まざる卵片は受精能力無 く,之 を含めるものはよく受精すると云ふのである。

女に星状艦か らの距離の差が精子侵入の難易を定めるか否やを吟味せねばならぬ。CHAM-

BErs(7)に よれぼ 星状体の中心をなせる圏(Stero)及 び周園か ら之に集中せ る輻線(astrora

dioj)は 共に液状であり,之 等の輻線に挾まれ中心に尖端 を向けて集 まれる原形質の 部分は

粘性の高い所謂"gel"の状態 にあつて,周 園の一般細胞髄の部分は之 よりも遙に低い粘性を

示すものである。然 らばThyoneの 卵に於てその皮質部の粘性の程度 を較べると,動 物極に

於ては最 も星状体 に近いか ら粘性が高 く之に反 して赤道から植物極へかけては最 も低い粘性

を有するもの と思ふ。 かのIWANZoFF,CHaMBERS等 によつて見 られた細胞質の細い線状 の突

起は単 に器械的の理由か ら考へて も粘性の高い所ではその生する事が困難iであ り,粘 性の低

い所では容易であつて從つて精子を捕へ る機會が 多か らう事は考へ られる。但 しわがThyone

と同様に星状盟の充分稜達せる時期に受精する他の動物の場合にも果 して此の理が成 り立つ

や否やは術ほ特別の詮議 を要する事である。

少数の場合に同一の卵内に二個の精子が侵入せ るものを見た。抑 も精子頭が卵膜 に逮する

や その瞬間この鮎を中心として大なる変化が卵の表面を速かに擾が り行 くもので,遅 れて到

着 した精 子は朗に変化 した卵の表暦に侵入す る能力の無い ものである事はよく知れた事實で

あ り,特 にJUST(31)Nの 海vaEchinarachnius parmaに 就"て の委 しい研究があるが,そ の卵の

表面に撰が り行 くi墜化の波即ち陰性波(ondo de negativeco)の 邊い とき,卵が比較的大形なる

とき,又 精子が濃厚に存在するとき等に於 てこの多精現象が起るわけである。 今Thyoneの

六っの場 合に就き二個宛の縞子の侵入部位の距離 を桧するに,・卵の中心に対する 角度で表は

せぱ夫々32。,盛2。,59。,63。,137・及び172。 であつてその最 も接近せる二っの場合を両鮎の距

離で云へば固定材料に於て夫 々約eoμ,80μと云ふ値 を得た。 之に よつて見ると假令精子は可

な り濃厚であつたとは云へかの陰性波の速 さは此の場合甚だ大な るものとは思はれない。



精子の侵入に際しその尾部は卵の表面に残されるものであるとは一般に信ぜらる蕊所であ

つて,な ほFiEld(18)に 從へばAsteriasglacialisで は中片 も亦卵膜の所に残 されて核のみ

が卵の中へはいると云ふ。た 讐WrTscHi(1911)はParacentrotusの 卵の切片に明かに精子の尾

が入つて居 るのを見たと云つて居 る。余は此の事に対して も何等積極的の材料 を有しない。

Thyopeの 卵に侵入した精子の 頭部は始め緻密 にして濃染する栗實状 をなせ る小体であつ

てゴ尖端から僅かに離れた所を中心として星芒が現れ る。精頭は速かに膨大 してや 玉卵形 を

呈せる核状 とな り星朕体 も漸次大 きくな り精核を導きつS卵 の中心に向つて移動する。TEN-

NENT(61)はAgteriasferbesiiに 於 て精核が移動 しつNあ るとき中心髄 は既に二分 し居 るを見,

MATHEws(65)に 從へば同じ海星に於て之等二分 した中心燈の うち一個は精核に先だち,他 は

之の後方につL'い て移動すると云ふ。叉FrELDrユ3)はA.glacia:isに 於て星状体 は精核の横

に位 し両者相並んで進み行 くを見た。余の材料では中心盟を認むる事が田來す,そ の 既に二

つに分れて居るや否やを明かにする事が出來なかつた。

ハ,卵 核の形成

第二成熟分裂によつて第二極艦を放出 した後の卵内に淺つた染色艦群は暫 く紡錘軸と直角

をなせ る亭面上に横はつて居るが,そ の下方にある星状体 に俘はれて漸次卵の 中心に向つて

沈下 し行 き之と同時に染色体各個は徐々に膨大して途に球状 の小胞即ち染色体胞(kr・皿・SPt

maveziket・)を 形づ くる(第一一版第七圖lev)。 此の変化 は先づ中央にあ る者に始まり次第に

周邊の ものに及び,始 めはなほその壁に多少の染色質を残して居 るが充分 に膨大した時には

全 く不染色性とな り顯微鏡下に甚不剰明なものとなる。更に中心に向つて移動する間に星芒

は次第に消失し,染 色艦胞は互に轍合 してその数 を減 じゆき途に軍一なる卵核 となる。 之等

の経過は既に海星に於てHoGuE女 史(61),joRDAN(32),RETzius(53)諸 家によつて見 られた

所とよく一致して居る。

二,卵 核と精核との合着

卵の中心に於て合着せんとする両生殖核はその大 さも構造 も互に全 く相等 しく殆 どその何

れ を何れとも見分け餓ねるが,多 くの場合赤道部か ら侵入し來つた精核は卵の植物極側に,.

卵核は動物極側にあつて縦に卵軸に沼 うて両者相重なる。少歎の場合斜に或は横に両者が相

合へ るを見 るが,斯 く横様に相合うて後廻韓 して縦の位置をとるものかも知れない。

.一 個の卵に二個の精子が入つた結果卵の中心に同大の核が三個相接着して居 るのを見 る事

がある。此の場合単に卵核と精核とは互に相牽引して近寄るので は無 く,核 はた 蛎長力の張



き周邊から最 も張力弱 く安定の度の高い中心に向つて移動 し,期 ぜナして 相遭ふに至るもの

であると云ふbm皿(37)の 所説 を思ひ合さしめる。

他の棘皮動物に於ては屡卵核精核共に一一個の大なる核仁を含み,」・BDAN(32)に 從へば海星

Agterias∫・rbesiiでは之等の核仁は両核の合着直前に於て消失すると云ふが,余 の場合では當

初か ら核仁は見 えす核内には殆ど染色質を含まない。斯 くして合着した両核の中間 には街ほ

暫 く境界をなせる核膜が見 られ,そ の延長想像面の上 に相反対 の側に各一個 の星状体 が位置

を占める。他の棘皮動物では之等両星は共に精核に俘はれ來つた ものだと一般に認められて

居 るが,TENNENTは 海星に於て卵核にも稀に固有の星欣艦の伴ふを見た。 余 も暫 く卵核に随

俘 して見 らるN星状 艦が果 して全 く消失するものであ るか或はc・NKL・N(■3)がOrapidulaに

見た る如 く此の者が残存 して分割紡錘の一方の極 を形づ くるものであるかを確かめる事が出

來なかつた。

函生殖核は少 く共短時間 全 く融合 して一個の大なる分割核 を形づ くり,而 して後第一分割

紡錘の形成に移るものである。核の中には両者の融合の前後に於て染色質の粗 なる網 を現 し

始める。

余の槍 したCucumαriasaxicolaの 卵は既に述べた様に第三日目の夜間に 産出せられた もの

でその果 して正常の発育 をなせるものであるか否やに疑があるが,断 面に現れた像で 判断す

ると卵核は矢張 り染色膿胞の形 をとつて移動するが卵の中心 よりも更に進んで植物極の附近

に至り,此 庭で精核と合する様である 。 卵核の脛路は特に嗜窪基性の穎粧が鮎綴して明瞭に

之を見る事が出來るが時には殆 ど卵軸に沿うて直線的に走 り,時 には皮質に沿う て湾曲 して

走つて居る事がある。

六,結 論 及 び 摘 要

成熟前即ち 卵巣内 にある海鼠卵に 就いて の観察はHAMANN,GERoum,CRETY,THEEL,GUEN-

THER・SCHAXEL等 の所述に散見する所であるが,そ の成熟と受精に就いて は今迄殆 ど観察 せ

られた ものが無 く僅かに近年NEWTH,大 島,RUNNsTroM等 の業績の中に数行の 断片的な る記

事 と一二の大まかな圖が見 らる玉に過 ぎなかつた。 余は本報に於て不完全ながら始めて之

等の問題に就いて專 ら論する事 をしたのであるが,大 艦に於て海星類や海謄類に知 られて居

る所と大差なき事を明かにした。併 し成熟前の卵及び退化 しつムあるものに就いてはた Ψ産

卵期に固定した卵集 を観察 したに止まるのであるから他の季節に於 ける所見 を以て補はなけ

れば卵の生長に就いては未だ安全なる結論を下 し得ない課である。特に第一卵母細胞が卵巣



の壁を離れて より第一成熟分裂の中期に至る迄の重要な変化 は全 く余の材料 では見 る事の出

來なかつた所で,之 を閑明するは今後の幸蓮なる観察者の任であらねぱならない。

更に望蜀の慾 を云へば産出直後の卵に 關する生時の親察を一居詳細にし,固 定 もなほ別種

の方法を試み殊に細胞質包含物の研究をもなす事が田來たならば一層妙であらう。但 し海鼠

類では適営な材料を得る機會が少いため實験的研究の材料としては絵 りに不便であり,3ζ余

の見る所では中心体の追騒,染 色体 の観察等の興味ある問題に対して は恐 らくは好適の材料

ではあるまいと思はる、鮎は甚遺憾である。

本論に於て架設し來つた事を要約すれば略ぼ下の如 くである。

本研究に於て取り扱つた動物は車としてThyonebriareusで,之 を補ふにOucumariasaxicola

及びC.echinataの 二種 に關する所見を以てした。

産卵期 にある卵巣に見 らる玉第一卵母細胞 は生長期前のもの,生 長期にあるもの,生 長期

を了つたもの・及び退化崩壊 しつ 」あるものの四通 りに区別する事が出來る。

生長期前の早い時期に於て は肥綜期或は重綜期などが見られ,次 いで数個の核仁が現れ染

色髄は漸次不判明になつ て來 る。

生長期に於 ては核仁は増加 し染色質は甚少くな り又細胞質は嗜窪基性を示す。やや晩い或

る時期に於てdiakineZOと 解す可き時期がある,此 の時は核網は張 く嗜体基性を示し核仁は

たy"一個 となる。・染色艦は太 く明瞭に現れo,x,y等 の形をとつて核内に散在する。

又生長期の卵には動物極に於て細胞体内に束 をなせる染色性の懸状の小髄が見 られる。

c.saxicolaで は之から星状体 に於ける如 く輻線を稜 して居 るを見 る。 余は之を中心艦の変形

物 と見徹 さんとするものである。

生長 を終つた卵には卵膜 と卵胞上皮との間に厚い寒天展が生 じ,動 物極には卵門突起があ

る。 之は卵胞上皮 との連絡 の痕跡でも無 く,榮 養の輸入路でもな く,恐 らく後來現 る可き第

一成熟分裂の紡錘絲 の一部を含むもの と思はれ る。

核仁は大小数個あるが,此 の外 に動物極に近い側に核質圏と名づけ得べき染色質塊がある。

成熟分裂の染色盟は此の者か ら分離 して出つる様に見える。

退化崩擁 しつ 玉ある卵母細胞に三つの時期 を見 る事が出來 る。第一は異常に増大 し潅核仁

を含める核 を有し,卵 黄を含める細胞質は大小球状の塊に分れて居 り,其 の間に蝕胞の侵入

せ るを見 る。 第二の ものには核は消失 し,細 胞質は変じて均質滴状 の小球 とな り,第 三期に

至ればこの滴状の 小球 も亦轍け去つて粗い網状の塊の中に退化しつLあ る核の 多数介在せ



るを見る。

Thyoneの産卵期は六月で,産 卵は捕獲當日の午後に見られ,必 す先づ精子によつて槽内の

水が汚濁して後に雌が放卵を始めるものである。動物を明所から薄暗がりに移しても射精放

卵を促す事が出來た。

産出直後の卵は第一成熟分裂の中期にφり,染色髄は二十二個(牛歎)を算へる。第二成熟

分裂には摯色髄は縦裂する。二同共に整期に於て紡錘の上に聞艦が現れる。極艘は二つ共塞

天暦の外に閏つる事無 く,此の底と卵膜との間に横はる。

二回の成熟分裂は二三十分の間隔を措いて行はれ,分 裂直前には卵は著 しく圓くなり,直

後には扁雫となる,こ れは恐らく星状体の消長に伴ふ卵内容の粘性の変化と關係のあるもの

と思はれる。

異常の場合として五極を有する第一成熟分肇像一例と・分裂像が動物極を離れて卵の中心

に移動ぜるもの二例とを見た。この多極紡錘は第一第二成熟分裂に於ける二同の中心体の分

裂が同時に起つた結果であるとは考へられない。又分裂像が卵の中心に移動した原因は紡錘

の一極が動物極に充分よく固着しなかつた事にあると思はれる。

精子が卵に侵入するは赤道の附近に於てするもの最 も多く・植物極の附近では甚少く,動物

極附近では全 く之を見ない。その原因に就いては之等異れる部位に及ぼす核の残質の影響と,

星状体の稜達に俘へる原形質の粘性の増加如何とを考へる事が出來るが,恐 らく動物極附近

に於ける粘性の増加は卵表面に於ける原形質突起の形成を妨げ,從 つて精子の捕へ入れらる

る機會が此の附近に少くせらるSの ではあるまいか。

第二成熟分裂後卵内の染色髄は膨大して染色体胞を形づ くり,之等は後相合して卵核どな

る。精核も膨大しでその大さ卵核と等しくなり・両核の合着後隔壁が漕失して暫 く一個の分

割核となり,而 して後第一分割紡錘が形成ぜらるる事となる。

(一 九 二 五,一,一 五,)
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第 一 圖 版 解説

(圖は総 てThyonebriareusの 標本てパラ フィン切片 か らCameralucidaを 用ゐて描窟 した ものであ る)。

第一 圖 生長期以前の第一卵母細胞;染 色体 が成熟 分裂 前期(恐 らくに花束期)に あ るな示 すσX1,500・

第二圖 生長期 にあ る第一卵母細胞;核 内に歎個の核仁が現れ,細 胞髄 にに動物極 に於て特異な線状 の小

胆が見 られ ろ。 ×㎝ ・

第三圖 生長も了つた第一卵母細胞;卵 と卵胞上皮 との問 に厚 い寒天暦が生 じ,卵 の動物極にに卵門突愚

が見 られ る。 ×3⑳'

第四圖 退化 しつ 』あ る第一卵母細胞;伺 ほ残存ぜ る核内にに異常に大形な核仁があ り,細胞 質に大小 の球

状豊に変 じ其の間 に蝕胞の混在す るな見 る。 ×600・

繋 五圖 第一成熟分裂 の中期;紡 錘になほ卵軸に対して"PLcal:itつ て居 る。xZ250.

第六圖 第一極髄の形成 な了つすご卵(第 二卵母細胞);卵 との間にになほ紡錘 の残蝕があり,間体 が見 られ

るo×2,250.

第七圖 第二極髄形威後の成熟卵;卵 の染色髄 は漸次沈下 し染色体胞 となりっ 、あ るな示す。 ×2,250.

C生 長期 間動物極に現 るy中 心髄の憂形物。

∫ 卵胞上皮の核。

歯 卵胞上皮。

プリ 蝕胞。

∂ 核(胚 胞)。

舜 間盟。

∫ 寒天暦。

納 核質乱

肋 渠色髄胞。

拠 卵門突起。

物 核 仁。

o卵 菓壁に接着ぜ る生長期 の卵 。

工夢 第一一極盟 。

皿 μ 第二極髄,



 PRI LA MATURIGO KAJ FEKUNDIGO eE 

  LA OVO DE L'MARKUKUMOJ

    (Resumo) 

Hiroshi OHSHIMA

   La markukumo cefe priskribata en ci tiu verko estas. Thyone briareus, sed 
krom gi estas iuloke citataj ankau du aliaj Kukumaridoj, nome Cucumaria sax 

icola . kaj C. echinata. 

   La unuajn oocitojn trovigantajn en la ovario sezone de la ovellasado oni 

povas dividi en la jenajn kvar klasojn : a) la plej junaj ; b) kreskantaj ; c) plen-
kreskintaj ; kaj d) degenerantaj. 

   El la plej junaj oocitoj antau la komenco de kreskado oni yields la pakitenan 
kaj diplotenan stadiojn (Tab. i, fig. i). Poste aperas kelkaj nukleoloj, kaj la 

kromatenaj fadenoj iom post iom farigas malklaraj. 

   En la kreska .stadio (Tab. z, fig. 2) la nukleoloj plimultigas (n),• dum la 
kromatena reto senkolorigas kaj" la citoplasmo kolorigas bazofile. Iam maifrue 

okazas stadio, kiun oni eble povas nomi diakinezo. En tiu ti stadio la nuklereto 

montras fortan bazofilecon, trovigas nur unu granda nukleolo, kaj la kromosomoj 

(gemini) kugantaj dise interne de la nukleo .prenas la formojn 0, X, Y, k.t.p. 
   La .kreskantaj oocitoj enhavas fasketon de kromaj fadenoj kusantan en cito-

plasmo flank& de la animalpoluso (c). • En "Cucumaria saxicQla gi elsendas radie 
striojn kid astro. Mi prenas in kiel aliformintan centrosomon.. 

   La plenkreskintaj oocitoj (Tab. I, fig. 3) havas dikan jelean kovrajon (j ) 
inter la ovmembrano kaj la folikla epitelio. ee la animalpoluso staras konas 

forma procezo mikropila (m), kiu penetras la jelean kovrajon. • Gi povas esti nek 

postsigno de la alligado de I'ovo al la epitelio; 'nek vojo, sur kiu fluas nutrajo 
en: la ovon. 5ajnas al mi, ke gi havas ian rilaton kun la poste aperonta unua 

maturiga spindelo. 

   La nukleo (germa veziketo, g) enhavas kelkajn nukleolojn (n). (:e la nuk-
lea membrano proksime al la animalpoluso kirks kromatena masetoi kiun mi 

volas nomi kariosfero (ks). La kromosomoj aperontaj sur la `unua maturiga 

spindelo 'sajnas deveni de ei tiu maseto. 

De la degenerantaj oocitoj estas distingeblaj tri gradoj. En. tiu de la unua 

grado (Tab. i, fig. 4) restas ankorati granda nukleo -(j) enhavanta nenormale



 grandigintajn nukleolojn (n), kaj la citosomo kun ovflavo estas dispecigita en. 
diversgrandajn sferojn. Inter ili oni povas trovi fagocitojn (fg) atakantajn la 
eelon. Tiu de la dua grado jam ne havas nukleon, kaj multe da homogenaj 

gutosimilaj sferetoj anstatauis la citoplastnon. La triagrada degeneranta oocito 
estas nur maso de malplena, maldelikata reto, sur kiu kugas multe da malgrandaj 

nukleoj piknozaj. 
Thyone briareus ellasas ovojn en junio, kaj posttagmeze de la tago, en kiu 

la bestoj estas kaptitaj. La ovellasado okazas, kiam la marakvo en akvario estas 

malklarigita per spermo. Artefarita malheleco povis kauzi spermelj'etadon kaj 
sekve ovellasadon. 

    La ovo jus ellasita (Tab. I, fig. 5) estas 'en .la frua metafazo de la unua 

maturiga divido, kaj montras 22 kromosomojn (haplojda notnbro) sur la spindelo. 
Ce la dua divido la kromosomoj fendigas latilonge. En ambau dividoj aperas 

interkorpo (Tab. I, fig. 6, 7, ik) sur la spindelo ce la telofazo. La poluskorpoj 

ambau restas sub la "elea kovra"o (.I. p, II. p). 

   La du maturigaj dividoj okazas kun intertempo de 20 — 30 minutoj. Tuj 
antau divido la ovo emas rondigi (Tekstofig. I, A, C), kaj post la eljeto de po1- . 

uskorpo gi denove platigas (B, D). Ver"sajne ci tiuj sangoj de la ova formo 
dependas al la "sangoj en viskozeco de la protoplasmo kauzitaj de kreskado de 

l'astroj. 

   Nenormalaj kazoj renkontigis. Unu el ili konsistas en tio, ke la unua matur-
iga spindelo havas kvin polusojn. Eble la multopoluseco ne estas rezulto do 

trofrua centrosoma divido de la dua maturigo. En aliaj du kazoj la spindelo 
kugas meze de l'ovo. La kauzo de tiu ci nenormaleco gajnas esti malsukcesa 

ankrado de unu astro al la animalpoluso. 

   Enveno de la spermo en la ovon okazas plej ofte cirkau la ekvatoro de l'ovo, 
malofte proksime al. la vegeta poluso, dutn neniu spermo envenas cirkau la ani-

malpoluso (Tekstofig. 3, 4). La diversaj lokoj de la ovsuprajo diferencas inter 

si je distanco de la centre troviganta restaja substanco de l'nukleo (Tekstofig. 5), 
kaj de la astroj de la unua maturiga spindelo. Al mi gajnas, ke proksimeco al 

la astroj plialtigas la viskozecon de l'plasmo, kiu fakto malhelpas la eletendon 

de plasmaj procezoj, per kiuj la ovo povus kapti spermojn. 

   Post la dua maturiga divido, la kromosomoj restantaj en la ovo farigas 
kromosomaj veziketoj (Tab. i, fig. 7, kv), kiuj fine unuigante formas ovonukleon. 

La spermonukleo pligrandigas kaj similigas al la ovonukleo. La nuklea mem-

brano inter la almetigintaj germaj nukleoj malaperas, kaj tiam baldau la unua 
enda spindelo sekvas aperi.
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